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2
市
長
選
舌
戦
火
ぶ
た

延
岡
市
長
選
に
は
市
民
団
体
一
主
張
を
訴
え
た
。

代
表
の
新
人
・
岩
崎
信
氏
（
何
）
一
現
在
の
市
政
巡
留
に
つ
い

と
民
主
、
公
明
、
社
民
各
党
と
一
て
、
「
行
政
事
務
の
応
子
化
が

自
民
党
低
岡
支
部
が
推
附
す
る
一
渡
れ
、
市
長
の
多
選
も
間
闘
。

現
隙
・
首
勝
正
治
氏
（
日
）
、
里
市
民
の
た
め
に
仕
翌
年
っ
て

市
総
会
副
総
長
の
新
人
・
小
田
一
い
る
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
と

忠
良
氏
（
倒
）
（
い
ず
れ
も
無
所
一
批
判
。
「
民
主
的
な
巡
営
や
効

厨
）
が
立
候
補
し
た
。
首
藤
市
一
穏
化
を
進
め
、
そ
の
利
益
を
住

宮
崎
市
長
選
に
は
、
無
所
属
一
さ
ら
に
、
東
九
州
自
動
皐
道
一
政
の
評
価
や
奴
九
州
自
動
期
道
一
民
に
還
元
し
た
い
宇
｝
述
べ
た
。

で
再
選
を
目
指
す
現
職
・一
戸
敷
一
開
通
を
生
？
か
し
た
観
光
綴
興
や
一
開
通
を
生
か
し
た
産
業
振
興
、
一
選
挙
期
間
中
は
公
民
館
な
ど
で

正
氏
（
引
）
（
自
民
、
民
主
、
公
明
一
防
災
、
街
祉
施
策
な
ど
に
触
れ
、
一
防
災
対
策
な
ど
が
争
点
に
な
り
一
政
策
を
説
明
す
る
恕
談
会
を
開

推
閥
、
社
民
支
持
）
と
、
共
産
先
一
「
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
一
そ
う
だ
。
一
く
と
い
う
。

官
邸
地
区
常
任
震
の
新
人
一
り
を
器
、
住
ん
で
み
た
い
と
一
投
意
昔
話
ワ
怒
ら
一

首

藤

候

補

・橋
口
箆
氏
（
臼
）
の
2
人
が
立
－
思
わ
れ
る
市
を
皆
さ
ん
と
つ
く
一
市
内
問
か
所
で
行
わ
れ
、
午
後
一

候
舗
を
届
け
出
た
。
市
政
の
継
一
り
上
げ
た
い
」
と
訴
え
た
。
－
q
u
時

m分
か
ら
市
民
体
育
館
で
一
延
関
節
商
業
セ
ン
タ
ー
会
館

一続
、
刷
新
な
ど
が
主
な
争
点
に
一

橋

口

候

補

一

閥

警

れ

る

。

可

（

卸

本

町

）

で

出

陣
式
を
閲

一な
り
そ
う
だ
。

一

一
国
日
現
在
の
有
榔
者
数
は
山
一
い
た
。
支
持
者
に
加
え
、
日
向

一
投
開
酬
は
お
臼
午
前
？
時
か
ら
一
午
前
中
は
消
武
町
な
ど
を
滋
一
万
6
5
8
1人
。
一
市
や
大
分
県
佐
伯
市
な
ど
周
辺

司一

1
17
電
話
れ
、
午
後
一
号
、
正
午
過
ぎ
か
ら
市
中
心
一

岩

崎

候

補

完

治

体

宣

言

激

励

に

駆

洞一

9
時
半
か
ら
市
総
合
体
育
館
で
一
部
の
百
貨
店
育
て
街
頭
演
説
を
一
一
』
つ
け
1

n一
間
開
票
さ
れ
る
。
国
日
現
在
の
有
一
行
っ
た
。

一

自

ら

立

候

補

を

届

け

出

た一

2
期
8
年
間
の
突
出
制
を
ア
ピ

一
格
者
数
は
辺
万
5
3
4
0人
。
一
こ
れ
ま
で
多
く
の
生
活
相
談
一
後
、
出
陣
式
な
ど
は
行
わ
ず
、一

1
ル
し
、
「
こ
れ
か
ら
の
4
年

一
一
に
応
じ
て
き
た
経
験
を
振
り
返
一
市
役
所
で
配
者
会
見
を
聞
い
て
一
問
、
砥
岡
を
さ
ら
に
前
巡
さ
せ

一

戸

敷

候

補

一

一

－

4

一

一

「

市

民

ω命
と
怒
ら
し
を
一

霊

午

前

9
怒
ら
宮
崎
神
宮
駐
一
守
る
た
め
、
福
祉
優
先
の
宮
崎
一

一磁
場
で
出
型
民
を
行
っ
た
。
照
一
市
政
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
」
一

一
選
出
の
国
会
磁
只
や
県
級
、
市
一
と
強
調
。
新
た
に
椙
談
窓
口
を
一

一
沼
、
支
援
者

pp乞
前
に
「
食
や
一
間
開
設
す
る
と
述
ぺ
、

「
こ
こ
に
一

定
一
花
、
神
話
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
一
来
れ
ば
、
巡
ら
し
の
問
題
を
解
一

f
－
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
一
決
で
き
る
。
駆
け
込
み
寺
の
よ
一

一2
則
自
の
使
命
」
と
第
一
声
を
一
う
な
相
談
室
に
し
た
い
」
な
ど
一

一
鈍
し
た
。

．

一

と

跨

っ

た

。

一

誼一

宮
崎
、
砥
岡
両
市
長
選
が
悶
目
、
告
示
さ
れ
た
。
宮
崎
市

長
選
は
再
選
を
目
指
す
現
職
と
新
人
の
一
騎
打
ち
と
な
り
、

紙
岡
市
周
再
選
は
3
選
を
目
指
す
現
職
と
新
人
2
人
に
よ
る
三

つ
ど
も
え
と
な
っ
た
。
都
城
市
間
選
（
定
数
初
）
と
宮
崎
市

関
知
選
（
被
選
挙
数
l
）
も
こ
の
日
告
示
さ
れ
、
県
都
と
県

北
、
県
南
の
主
袈
3
市
で
四
つ
の
選
総
臓
が
始
ま
っ
た
。
い

ず
れ
も
お
日
に
投
開
架
さ
れ
る
。

宮
崎
、現
職
に
新
人
挑
む

宮

崎

市

長

選

立

候

補

者

（届
け
出
願）

戸と

！！＆~ 

刷
、思・・
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正
引
怨
所
属
現
①

延
岡
は
三
つ
ど
も
え

山 H

Z王H

崎S

信
仰
鐙
附
回
刷
新

延

岡

市

長

選

立

候

補

者

（届
け
出
順）

首す

M

－ad

－－a可L

藤

正

uる治

問

無
所
廊
現
②
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市広島ト18-7大
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c0985-25-4254 
Fax 20-3467 
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@yomlurl.com 

延岡
包0982-33-5101
Fax 33・5105
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事官械 目！

0986-22司2914
Fax 22・2916
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0987・32・5255
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0985-20-1777 
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都滅的86・22・2941

る
ペ
く
粉
骨
砕
身
で
労
力
し
た
一

3
町
の
地
域
振
興
に
も
触
れ
、
一
・夜
祭
の
一
産性・

ぃ
。
地
域
が
高
速
道
時
代
に
突
一
「
ま
ず
は
観
光
戦
略
に
カ
を
入
一
も
巡
め
、
強
か
・

入
す
る
中
、
県
や
近
隣
市
町
村
一れ
る
こ
と
が
活
性
化
の
ス
タ
l
～
忍
街
に
し
た
い

な
ど
と
も
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
一
ト
に
な
る
。
政
策
、
林
業
、
水
一－

東
九
州
と
し
て
存
在
感
を
高
め
一

て
い
く
」
と
費
込
ん
だ
。

一

都

城

市

議

選

定

数

M
r

小

田

候

補

一

出
北
4
の
ス
ー
パ
ー
駐
車
場
一
都
城
市
織
選
（
定
数
初
）
に
一
を
を
目
指
す
。
・

で
出
陣
式
を
行
っ
た
。
支
持
者
一
は
、
現
職
釘
人
と
元
秘
員
2
人
、
一
ち
た
。

を
前
に
「
行
政
改
革
の

一
関
で
一
新
人
9
人
の
計
犯
人
が
立
候
補
一

届
け
出
を
時
間
喝

観
光
部
を
創
殺
し
、
営
業
や

P
一
を
届
け
出
た
。
一
は
、
教
育
や
初
一

R
を
担
当
す
る
鋭
光
プ
ロ
モ
l
一
党
派
別
で
は
自
民
4
入
、
民
一
林
資
夜
祭
や
観

シ
ョ
ン
醐
酬
を
邸
く
」
な
ど
と
主
一主
1
人
、
公
明
と
共
霞
が
各
3
一
を
訴
え
て
市
内
－

張

し

た

。

一

人

で

社

民

2
人
、
無
所
腐
お
人
。一
一て
回
っ
た
。

ま
た
、
北
方
、
北
浦
、
北
川
一
自
民
は
現
有
蹴
腐
か
ら
の
上
乗
一
一
投
票
は
お
日
．

（届け出願〉

再
刷
会
大
現
理
盟
問
商
現
区
阪
社
②
現
盛
会
研
現
民
迎
浦

無
m
m
院
無
人
事
大
幅
削
地
合
会
b
無
陣
刷
雌
自
公
A
芝品

お
同
学
科

m
w
法
民
間
的
、
組
宛
高
似
体
会
舘
白
山
B
T
b
h

浩
校
図
攻
之
社
限
偲
仲

m問
販
工
明
身
合
格
史
綴
P
提唱

帥円高

b
w
良
刑
制
院
hv

良
型
協
材
械
照
県
迎
高
③
洋
迎
市
会
｛

、
向山学

b

一一診民

国
ン
木
部
、
一
体
n
h
v

製、一間一

締
結
率
私
時
期
間
話
酢
細
蹴
細
野
断
裂
綿
一

、1」
、J
J
』

、

子
弘

、

j

』
、
？
に

戸
内いて

お

E
ε
正

規
保
線
工
現
地
別
K
M

新
都
悶
術
元
市
m
h
v

現
沼
田
九

無
面
的
制
大
社
、
盟
民
照
会
長
白
無
白
回
会
員
自
、
同
叫
b
品

引

m
e和
創
設
迎
職
①

引
友
部
、

mw
易
総
酬
明
①
白
山
援
会
長
、

悟
迎
、
照
夫
代
球
市
b
夫
隊
年
民
高
洋
金
協
市
hv

一
会
副
会
一

人間叩
K
M

紀
間
野
田
商
用
民
情
聴
城
光
窓
社
、
会
優
迎
会
A
L

法
迎
信
部
式
易
商
、
部
商
都
肉
梱
開
店
社
族
工
T

－

回
団
関
秘
②
井
支
軟
事
械

袋
線
支
減
k
v

角
伎
会
局
大

木
渇
商
P
4

中
社
宵同
M
K
V

筒
党
区
趨
都

上
雌
城
郡
留
三
商
社
務
法
瓜
市
内
中
山

、
吋
』
一、7
k

う

』

当
日
』
、
dJ

一j院
d
馬
台
…
M
9・
一
言

vn＆

，FJ
主主

話
、
A
4
4

，s

定数34→ 安著書38都城市議選立候補者

，晶、 新内友百四69無新
~~ NPO法人役員因
’:CJ 保育問：度、乳業会
面 、 社員仁〉回大経中退

a・‘大浦 党57公現，士士、 党県総支部長、学
一二.""'1 校法人理IJJ6li中P
"'":-.:: TA会長仁〉中日本
Aペヨ；：；....＿ 自fJJill短大b②
~ 小玉忠宏64無現
F一、 地区公昭スポーツ
1~ ＝：1 指i.n者協限会主霊園、r干／ 暫奇策筒、自衛官［＞
'" 、 B問屋量林高［＞①

倫図 勉63無現
,_ -1 保育関理事、保趨
rJ~~亡1 司因市壮年団体連
..... ...，，，ザ． 絡協秘会長［＞都城
.... rず 』 磁期［＞②
畠－. 畏友 ；間f台52然環
F司、 臨築資材l坂宛然、
1"'1"'' 中PTA会長包小
1己： i;:'＇.！：.全会さき？宮崎

みやざき犬連覇報告ダンス選手権

烈
烈
ド
l
ム
．

行
わ
れ
た
「
ゆ
一

・ス
選
手
術
」
で

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
・

犬
」
が
辿
刻
を
田

宮
崎
市
の
県
庁
一

告
会
が
聞
か
れ
・

ゆ
る
キ
ャ
－
『

稲
に
は
全
国
im

ン
ト
リ
l
。
大
－

胴
副
題
幽
が
一示
さ‘

る
動
き
や
パ
『

を
競
っ
た
。
今

年
夏
の

ml回・

今
回
も
ダ
ン
マ

休
の
動
き
の
朗

ど
が
お
く
僻
相

－つ。多
く
の
家
飯

歪
中
、
迎
悶
を
…

が
披
柑
附
さ
れ
る
・

「
キ
レ
が
い
い
・

や
相
手
で
盛
り

崎
市
の
公
務
民
・



〈型開3樋郵便物毘匂｝

延岡市長選は3選を目指す現職と新人2人によ
る三つどもえとなり、26日の投開票に向けて、有権
者に支持を呼びかけている。3候補の人柄や出馬
の理由などを紹介する。（右から届け出JI贋〉

足ぎ可

延岡市長選候補の横顔

表芹J

信候補47岩崎正治候補 58首藤小田

ブ
ロ
グ
活
用
手
作
り
選
挙

（無所属 ・新．）

「
市
民
の
幸
福
度
が
高
ま
る

仕
組
み
作
D
を
し
た
い
」
。
延

岡
で
暮
ら
し
始
め
て
4
年
。
市

の
ト
ッ
プ
を
決
め
る
選
挙
で
選

訳
肢
が
少
な
い
と
感
じ
、
立
候

補
を
決
め
た
。

「
延
岡
維
新
」
と
題
す
る
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
。
主
権
在

民
と
幸
福
増
進
を
掲
げ
、
行
政

事
務
の
電
子
化
や
市
長
給
与
の

減
額
、
市
民
税
減
税
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
。

北
九
州
市
出
身
。
高
校
卒
業

後
、
自
転
車
で
世
界
一
周
に
挑

ん
だ
。

5
年
か
け
て
帰
国
し
た

頃、
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
始
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

電
子
メ
l
ル
の
利
用

者
が
急
増
す
る
の
に

着
目
。
千
葉
県
拍
市
で
1
9
9

9
年
、
通
信
事
業
会
社
を
創
業

し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な

ど
を
手
が
け
た
。

趣
味
の
山
登
り
で
訪
れ
た
延

岡
市
北
川
町
の
自
然
に
魅
せ
ら

れ、
2
0
1
0年
に
移
住
し
た
。

行
政
の
役
割
に
関
心
を
持
ち
、

昨
年

2
月
、
市
民
団
体
「
市

民
会
議
延
岡
」
を
設
立
。
情
報
－一

公
開
請
求
な
ど
を
通
じ
、
市
政

喝

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い

－つ。出
陣
式
は
せ
ず
、
プ
ロ
グ
で

公
約
を
公
開
す
る
。
「
既
存
の

ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い
手

作
り
選
挙
。
政
策
を
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
共
感
を
得
ら
れ
る

は
ず
」
と
話
す
。

3
期
目
で
新
時
代

（無所属 ・現）

「
1
期
目
で
ま
い
た
種
が
、

2
期
目
で
よ
う
や
く
実
を
結
び

始
め
た
」
。
市
政
の
か
じ
取
り

を
し
た
2
期
8
年
間
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。

懸
案
だ
っ
た
最
終
処
分
場
や

新
市
庁
舎
の
建
設
に
岩
手
。
市

長
就
任
前
か
ら
力
を
注
い
で
き

ヘ
道
筋

た
東
九
州
自
動
車
道
は
宮
崎
市

ま
で
の
開
通
が
目
前
だ
。

2
0

1
4年
度
中
に
も
北
九
州
市
ま

で
つ
な
が
る
見
込
み
で
、
交
通

の
利
便
性
は
大
き
く
向
上
す

る。
「
3
期
目
で
新
た
な
時
代
へ

の
道
筋
を
つ
け
る
。
発
展
を
続

け
る
た
め
の
将
来
像

を
ど
う
描
き
、
実
現

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
い

か
に
示
す
か
が
重
要
」
と
強
調
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
か
じ

取
り
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
。

激
務
で
ト
ッ
プ
と
し
て
重
要

な
判
断
を
迫
ら
れ
る
が、

「仕

事
は
メ
リ
ハ
リ
と
集
中
力
が
大

切
。昼
休
み
な
ど
に
問
分
程
度
、

仮
眠
を
取
り
、
頭
を
意
識
的
に

切
り
替
え
て
い
る
」
と
話
す
。

難
題
に
直
面
し
た
時
は
入
浴
時

に
熟
考
す
る
。
「
長
風
呂
に
な

っ
て
、
妻
に
叱
ら
れ
る
け
ど
」

と
笑
う
。

京
大
在
学
中
は
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
所
属
。
リ
ン
ク
で
相

手
チ
l
ム
の
選
手
た
ち
と
激
し

く
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。
「
市
長

の
仕
事
も
闘
う
党
倍
が
大
事
」

と
語
る
。

0
0
2年
と
何
年
の

市
長
選
は
落
選
し
た

が
、
再
び
市
議
と
な

り
、
ロ
年
か
ら
副
議
長
を
務
め

た。
合
併
し
た
旧
北
方
、
北
浦
、

北
川
3
町
に
つ
い
て
「
振
興
策

が
不
十
分
」

と
し
、
行
政
の
組

織
改
革
を
訴
え
る
。
「
本
庁
に

人
や
権
限
が
集
中
す
る
現
在
の

運
営
を
改
め
、

3
町
の
総
合
支

行
政
の
組
織
改
革
に
意
欲

（無所属 ・新）

通
算
3
期
目
半
ば
の
市
議
か

ら
市
長
へ
の
転
身
を
目
指
す
。

今
回
が
3
度
目
の
挑
戦
。
「
今

の
市
政
が
住
民
の
声
を
反
映
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
」
と
、

昨
年
同
月
に
立
候
補
を
決
意
し

た。
旭
化
成
に
勤
務
し
て
い
た
父

親
の
転
勤
で
延
岡
を
離
れ
、
千

葉
県
の
高
校
に
進
学
。
芝
浦
工

業
大
（
東
京
）
で
建
築
工
学
を

学
び
、
給
排
水
設
備
会
社
の
技

術
者
を
経
て
U
タ
ー
ン
し
た
。

P
T
A役
員
な
ど
を
買
っ
て
出

て
地
域
に
溶
け
込
み
、

1
9
9

5
年
の
市
議
選
で
初
当
選
。

2

所
に
移
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と

主
張
す
る
。

読
売
巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄

・

終
身
名
誉
監
督
に
憧
れ
、
中
学
、

高
校
時
代
は
野
球
部
で
汗
を
流

し
た
。
自
ら
を
「
生
真
面
目

だ
が
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
性
格
」

と
語
る
。
趣
味
の
ぱ
ん
ぱ
太

鼓
と
妻
の
道
子
さ
ん
（
印
）
と
の

晩
酌
が
一
番
の
息
抜
き
と
い

－つ。

一ど
で
、
車
の
出
入
り
を
制
限
す
一
知
事
は
ご
日
の
重
み
を
か
み
一
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

郷主力士の成績10日目

【幕下】 勝

崎）東12041 万華城（宮

ワ
時
何
分
頃
、
刑
務
一

男
性
受
刑
者
（

ω檎

手
で
2
回
殴
り
、
畠

ど
3
週
間
の
げ
が
・

ぃ
。
作
業
前
の
単
借

れ
た
こ
と
な
ど
に
汁

め
て
い
る
と
い
う
。

関
閉
山

〔宮
崎
市
】

菊
野
盟
雄
さ
ん
倒

前
川
時
柑
分
、
フ
ァ
、

黒
木
司
さ
ん
刊
L

午
後
0
時
初
分
、
消
↓

l
ル
。
襲
、
利
子
さ
・

高
野
孝
吉
さん
mH

午
前
8
時
半
、
フ
ァ
、

立
本
水
夫
さ
ん
的

町

o
n日
正
午
、
第

1
ル
。
襲
、
桂
子
さ

中
武
康
さ
ん
mm

後
0
時
半
、
宮
崎
メ
ェ

野
、
柴
子
さ
ん。

森
ス
ヱ
子
さ
ん
m

名

o
n日
午
前
日
時

ユ
高
問
。

守
田
達
朗
さ
ん
円

午
前
川
時
、
宮
崎
メ
t

襲
、
静
子
さ
ん
。

宮
河
由
美
子
さ
ん

回
午
前
日
時
半
、
プ

武
ホ
l
ル
。

【都
城
市
】

池
脇
照
子
さ
ん
m

店
街
区
刊
号。

辺
同

さ
き
エ
ヴ
ァ
ホ
1
ル

灘
滞
忍
さ
ん
引

努
丞
じ
目
。
2
ヨ己



月
日
日
で
閉
鎖
し
、
本
社
機
能

一
ニ
ホ
l
ム
や
水
着
の
鎚
製
作
業
一

一を
福
岡
県
大
牟
田
市
の
福
岡
工
一な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。

2
0
一

塁言豆E2014年（平成26年） 1月24日（金曜日〕（；胃3種郵便物鹿可〉

（左から届け出Jll真〉ト延岡市長選立候補者アンケー

…よ

，－ 

豚
流
行
性
下
痢
の
防
疫
対

策
を
話
し
合
う
参
加
者

－4
・3
．B
7
4
z
f
B
d唱
J
人

5
・h
－ud
A

一
到
底
思
寸
臣
官
陪
0
．
聖
主
立
恒
男
に

国
内
で
は
昨
年
叩
月
、
沖
縄
一
路
な
ど
に
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
一
よ
る
暴
力
事
件
が
発
覚
し
た
お

県
で
7
年
ぶ
D
に
確
認
さ
れ
、
一

け
る
べ
き
だ
」
と
す
る
要
望
も
一
目
、
高
校
野
球
関
係
者
か
ら
は

忠良候補64小田正治候補 58首藤信候補4ワ岩崎

延
岡
市
長
選
は
お
日
の
投
開
票
に
向
け
て
、
現
職
と

新
人

2
人
が
三
つ
ど
も
え
の
舌
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
企
業
誘
致
や
行
財
政
改
革
、
防
災
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、

3
候
補
の
考
え
を
聞
い
た
。

（無所属・新）（無所属・現）（無所属 ・新 ）

宮崎、大分両県の「東九
州メデイカルバレー構想」
を生かし、地元企柴を巻き

込んだ医療産業の振興を図
る。 観光プロモーション課
を新設し、旅行会社など関
係機関と連携して情報発信
を進める。

様々なご、縁を生かして戦
略的に誘致活動を行う。工

業団地の分譲など企業の要
望に応りて柔軟に対応す
る。観光資源を磨き上げ、情
報発信を多面的に行う。内
藤記念館などの整備計画で
観光の視点を反映させる。

自宅のパソコンから証明
書や役所の資料を取得でき
る仕組みを実現すれば、情
報関連産業が発展する。起
業家を育てる環境を整え
る。温泉の開発や遊歩道整
備によって、観光客が長期

滞在できる街にする。

企業誘致や観
光振興の取り

組み

2人いる副市長を1人に
戻す。女性管理職を増やし、
柔軟な地域振興策ができる
よう段林水産部や商工観光
部の権限を強化する。

道の駅などの第3セクタ
ーの統合、連携を強化する。
民間委託などで市役所の運
営を効率化し、職員の意識

向上にも取り組む。

電子事務の導入で職員数
を半減する。市長給与など
を削減し、市民税を下げる。

職員は随時募集する。宮民
の格差を是正する。

行財政改革に
ついて

津波避難タワーや避難路
の整備に着手し、都市機能
を高台に移転する構想を策
定する。できるところから
中長期的に進めてしペ。

地域や学校、職場での防
災教育や避難訓練によっ
て、避難行動の迅速化を目
指す。避難賂や津渡避難タ
ワ」などの整備を図る。

日頃から市民に対し、地
震や津渡などの大災害が発
生した際の対応策を周知、
啓発する。有事に備えた警
戒態勢を盤える。

南海トラフ巨

大地震の防災
．減災対策

小中学校の空き教室など
を避難所として活用する。

その他の公共施設について
も、長期の避難生活で使え
るよう整備する。

飲料水などの備蓄を進
め、避難所の運営訓練を充
実させる。 他市や事業者な
どとの災害時応援協定を拡
充する。

長期間滞在できる避難所

の選定を進める。避難者の
プライパシ」に配慮し、テ

ントや間仕切Dなども確保
する。

被災後の備え
について

米粉用の米を生産し、製
品化に取り組む。例えばパ
スタやラーメン、うどんな
どの麺類に加え、 パンやケ
ーキなどで特産品を作る。

関係する担当課の連携を
深めるため、部局横断型の
組織を設置する。特に加工
やパッケージの改善、販路
拡大などに力を入れる。

創意工夫を噂重し、新事
業を創出しやすい環境を盤
える。有害鳥獣として捕獲
されるイノシシやシカなど
も特産品として活用する。

段林水産業の
生産、 加工、
流通を手がけ
る6次産業化
の取り組みはレJ

E
封
自

σ，．F

「
後
輩
を
指

感
情
的
に
な

う
だ
。
け
が
』

校
を
去
り
、
韓

と
話
し
て
い
『

自

A
嗣

，v清
武
川
に
』

午
後

4
時
日
分
匂

乙
の
清
武
川
に
唱

す
み
子
さ
ん
（臼

を
散
歩
中
の
男
俳

隊
員
ら
が
引
き
L

い
た
口
宮
崎
南
署

越
智
さ
ん
は
辺
口

一歩
に
行
く
」
と
忠

一出
た
ま
ま
行
方
u
m

一て
い
た
。
現
場
m

一
宅
か
ら
の
距
離
仲

の
乱
れ
や
目
立
「

い
う
。
死
因
を
明閉

【宮
崎
市
】

安
藤
人
士
朗
さ
・

午
後
1
時
、
フ
ァk

片
岡
正
彦
さ
ん
一

島
（
春
日
台
）

on

佐
土
原
メ
モ
リ
ー
一

勝負

郷土力士の成績12日目

【幕下】
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宮
崎
市
長
選
候
補
者

一
延
岡
市
長
選
候
補
者

一怒

ら
午
後
8
時
ま
で
1
1
7
一
に
よ
る
聡
い
。

一か
所

（一

郎
練
り
上
げ
）
で
あ
一
岩
崎
氏
は
行
政
切
務
の
悠
子

町一
n

‘
（
届
州
出
版
）
一’

貧
富
順
）

一

q
午
後
9
時
半
か
ら
市
総
合
石
や
市
長
給
与
の
減
額
、
市
民

間
一
：

i

、し

…
包

S

事

E

M

一体
育
飽
で
閲
開
閉
さ
れ
る
。
有
榔
一
税
引
き
下
げ
を
主
張
。
首
源
氏

型

一

円

蜘

出

品

恵

一
岩

崎

信

仰

議

…

一

者
一
語
旧
日
現
在
、
完
5
3
一は
2
m
8年
間
の
実
績
を
強
関

山一

｜

hE
8県

h
F
L市
民
団
体
代
一

実
績
を
蓄
し
、
防
災
力
強

7
0人。

τ、
市
政
の
継
続
に
よ
る
震

2
h・

1

h
市
長
室
長
、

．
、

d
，
‘
雲
、
通
信
会
社

一

一

一
町

三

島
留
保
団
体
連
一
角

一

－

当

社
長

マ

沼

岡

県

化

や

観

光

の

活

性

化

な

を

主

一

豊
岡
市

一
を
訴
え
て
い
る
。
小
田
氏
は
観

一刻

争

点

合
会
理
班
長
、

〆

指

刑

事

究

縄

張
。
機
口
氏
は
壁
優
先
の
市
一
延
岡
市
長
選
は
市
民
団
体
代
一
若
葉
通
い
た
盤
振
興

一

i

t

a
市
防
犯
協
会
連

1
1

」州
市
マ
延
岡
市
一

政
や
、
カ
ジ
ノ
施
般
の
誘
致
反
一
設
の
新
人
・
岩
崎
信
氏
（
何
む
と
一
や
行
財
政
改
革
を
掲
げ
て
い

一
室
室
長
、
み
や

E
E控
刷
機
拘
北
川
町
長
芥

一

一閥
、
社
民
支
持
）
と
、
悲
脱
党
一対
な
ど
を
修
え
て
い
る
。

一3
逃
を
呂
指
す
現
際
・
首
藤
正
一る。

一
恕
慰
霊
土
脅
疫
系
鹿

実

；

9
a
e
u
e

都

城

市

議

選

、
宮
崎

市

議

補

選

も

一県
中
盤
区
霊
祭
口
の
新
人
一

語

霊

長

い

式

も

一治
氏
（切
〉
（
民
主
、
公
明
、
主
義
は
午
前
7
怒
ら
午
後

一
学
専
富
市
マ
露
古
学

”
首

藤

正

治

宗

窓

一
・
哲

霊

〈臼
）
の
一
騎
打
一祭
廊
の
元
宮
3
人
と
新
人
一
民
と
自
民
遊
間
支
車
問
）
、

τ撃で
郎
、
か
所
〈
一
郎
繰
り

，f』属
H
V
九
州

・
宮

崎

市

一

避

を

目

指

す

器

・
戸
数
量
一
ち
。

一え
が
立
候
術
し
て
い
る
。

一理
雲
謀
長
の
新
人
・
小
一き
で
語
れ
、
開
震
は
午

官

官

話

…
明

判

明

対

抗

均

”
宮
崎
市
長
選
は
震
で
博
一
（引
）
（
自
民
、
民
主
、
公
室
戸
禁
容
財
政
改
定
ど
一

霊

堂

皇

照

準

宇

一
回
忠
良
異
例
）
の

23人一
5ゆ
分
か
主
体
育
館

《

Fい
一叫官
邸
地
区
霊
祭

・

1

」
塁
則
成
会
会
一

②
①
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②
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①
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砲
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②
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②
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｝

d

d

d

一見
6
5
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t
g卵白
回
世
話
命
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両
事
語
英
語
3

補

「

ア

錨

錨

農

民

ケ

恐

舗

銀

側

品

鵬

Z
鈍
器
官

乱

F話
三

一

宮

2
人
、
新
人
9
人
の
割

問
問
時
富
9

J
M
MI
V
凶
器
膏

蹴
仰
向
協
同
胞
諮
問
解
拠
出
酬
明
伊
叫
ん
記
藍
官

官

一鶴山町一

一献
設
現
誠

31Jに
建

議

室

議

制

Ng保
中
腹
立
党
各
党
一
社
党
器
市
会
喜
免
公

路

震
益

保

銅

製

窃

栂

党

公

新

宅

保

候

；

市

学

関

西

投

一と
共
豪
雪
入
、
社
民
2
人、

喜

重

巡

回

数

日

、

m
M
h
M理
島
市
議

市

才

q
M
2
5
5
%
M
1
5
1
4
1
5
2
3
目
g

m

m

4

6
沼
8

6

3

“

時
L

3

ω

制

一留

が

お

人
。

刊
号
制
龍
一

CMr六
時
十
時
ピ

隊
三
重
霊
謹
保
悟
祭
主
騨
嗣
珊

3
4蜘
器
棚
開
智
正
諜
断

崎

2
4脚肝年
一「
日
間
刊
日
間
瑳

応
を
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岳
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争入札の徹底。支出の然駄

を削減し1年以内に市税5
%以上減脱。獄図定数削減
と夜間脱会の実現市民感
覚を反映した公務員制度の
例銭。市長給与649ぢ削減と
巡続3選草案止a 道州制jの推
巡。
〈経歴〉通信ベンチャー会
社の組疑を経て2010£Fに延
岡市に転入。 ~tlllll!T畏弁。
柳川高2!jS.

jfl 

~d;_ 
弘、約〉塚山級建設などの 〈公約〉高速道路開通後に
減山箆u.1.里子ロ記念館、内 ： 向げた魁カあるまちづく
藤記念館の鐙｛fU.新庁舎l:E り．少子高齢化対策として
鼠淘鐙仰の計画変更a アス ： 子育て支主援を究浪。地峻緩
リートと観光客の務致。 J ： 済活性化と庖用創出。地域
R延岡駅前用地の強制。森 ； 医療、与校教育環段、スボ
林 ・水底資源の活用。実下 i ーツ施政の充災。 JR延1瑚
り祭止。災密に強いまちづ i 駅周辺磁!I~. 防災 ・ 減βぴす
くり．文化財保E聾少年団の i mの継巡．践林水産業振興。
結成一鳥獣高度＠対質込子育 ！ 符財政改革．市民自Z働のま
て支主授の充災a ちづくり．
〈経歴）1995年に延岡市総 ． 〈経島会社員を経て$務
初当選.3期務め、副議畏 僚会社社長、延岡JC耳型車
などを歴任斗大野町．芝浦 鍵.2006年市長選で初当選．
エ大事． 大貫mr.京大卒．

甑i器宮前警車事回目曹瑠
（定数34-38、周げ出削）

新内友側69禍祖雌殺漁民無理rr
大百Ii 党57党総支部畏 公羽
小玉忠宏⑤1元む察官 車問見
愉図 勉臼保育関理m 然現
長友潤治52IQ.資初販売量産無期
相葉一夫65厳楽 祭槻
江内谷滅怨64地区体締会長然現
健康紀子56元刈せ詳校関師公現
有国辰二62党地区Z昏民 共現
徳留八自n73党支部度 自耳2
1引tI R窓口11;I ミ手が軒忍ll耳II監事例目t~叫羽】



20守4年（平成26年）1月25日

26日投開恕の延岡市長選には新人で会社社 補。それぞれ也子政府の実現や高迷道路開通 i
j畏の岩崎信さん（47)、 3M回を目指す現職の 後のまちづくり、旧3::1じ（北方、北浦、北 i
首藤正治さん（58）、新人で前市験会副総長の JI I) の活性化などを掲げ支持を呼び掛けてい
2小田忠良さん（64）＝いずれも無所属＝が立候 る。各候補者の生滅勺を紹介する。 ！ 

任官来斤日白山奇，，，...一、
と己

（
防

恥
山恥
）

1113橿・恒閉店司

る
さ
つ
に
な
り
、
題
豪
が
建
屋
間
会
を
民
士
花
し
、
強
制
徴
収

し
、
周
用
が
地
え
ま
す
。
公
正
競
争
滅
的
な
募
金
集
金
活
動
を
な
く
し
、
市

筑
や
設
備
し
笠
宮
箆
篠
し
ま
す
。
民
の
恩
怨
良
心
信
条
の
自
由
、
表
現

H
無
所
属

・新

H

市
民
の
創
意
工
夫
が
思
議
さ
れ、

自
の
富
を
議
し
ま
す
。
意
見
公
募

日
本
の
緊
急
閤
策
で
あ
司
皇
室
学
霊
殿
高
度
に
I
T
化
し
、
会
事
誌
な
市
民
経
済
の
健
全
な
発
、
票
条
例
、
住
民
投
票
条
例
制
定
に
よ

先
織
の
宰
ナ
政
府
化
を
実
現
し
ま
校
生
穫
に
税
務
P
Cを
配
布
し
、
創
促
巡
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
り
、
全
貢
参
加
の
民
主
牢
葉
、
本
物

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
m民
の
利
便
性
造
的
起
幾
家
が
ど
ん
ど
ん
宵
っ
さ
つ
部
長
、
飢
円
蓉
の
公
穏
以
の
伴
廟
の
民
主
士
事
訴
明
議
さ
れ
ま
す
。

な
教
育
に
投
資
し
た
り
、
市
民
幸
福
を
常
時
公
務
制
に
し
、
官
民
身
分
差
市
長
の
退
職
金
を
廃
止
し
、

4何
十

合
同
》

市
税
5
勿
以
上
減
ら
す

度
の
向
上
の
た
め
に
温
泉
交
流
絡
厳
別
、
年
齢
認
知
を
な
く
し
ま
す
。
市
聞
で
5
0
6
0
万
円
以
上
削
減
し
て

が
向
上
し
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
市
民
本
の
創
設
等
、
日
常
的
主
巾
民
の
憩
い
民
が
議
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
応
募
で
市
民
に
還
元
し
ま
す
。
米
国
の
自
治

位
の
行
政
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
鈴
務
の
場
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
織
員
数
を
M
体
と
問
機
、
市
長
の
迎
続
3
濯
を
祭

効

表

に
よ
り
総
員
数
主
誌
で
き
請
が
電
子
政
府
モ
デ
ル
都
市
と
人
以
よ
削
減
し
ま
す
。
夜
間
通
年
総
止
し
、
市
長
の
罫
花
、
独
裁
化
、

る
の
で
経
質
削
減
と
な
り
、
市
税
を
な
り
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
の
会
と
し
、
思
閥
会
長
郵
務
の
人
で
も
行
政
組
織
の
硬
磁
化
、
癒
着
に
よ
る

5
%
以
上
減
税
し
ま
す
。
国
産
や
で
ぶ
累
に
人
、棄
が
集
ま
っ
て
く
略
語
凡
な
れ
る
さ
つ
に
し
ま
す
。

．
腐
敗
な
ど
の
弊
賢
語
止
し
ま
す
。

宅宮

崎

信
候
補
（灯
）

首
藤

正
治
候
補
（切
）

－
初
則
救
急
な
ど
地
線
医
療
の
充
実
③
三
北
を
は
じ
め
魅
力
あ
る
池
減
づ

・
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
く
り
を
進
め
ま
す

・霊
T
校
教
膏
潔
渓
や
ス
ポ
ー
ツ
施
般

・
三
北
地
縁
の
ま
J

づ
く
り
の
推
進

室
允
突
さ
笠
5
9

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
拡
充

－
小
申
ι
学
校
施
般
の
耐
銀
化
を
完
7

・
泊
の
駅
の
機
能
強
化

－
ス
ポ
ー
ツ
続
殺
の
充
笑

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
鐙
側

・
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

・
川
島
町
地
区
に
お
け
る
公
翻
滋
備

空
白
駅
周
辺
蓄
を
進
め
ま
す
舞
毎
政
改
善
推
進
し
ま
す

子
育
て
支
援
充
実
図
る

③
炉
藩
と
雇
用
を
強
化
し
ま
す

・
跨
線
橋
、
東
西
自
由
通
路
、
駅

・
第
三
セ
ク
タ
ー
統
合
・
連
携
強
化

・
「
お
せ
っ
た
い
」
の
観
光
振
興

・
企

業

襲

舎

、
東
西
駅
前
広
場
、
複

義

援

・
民
問
答
註
推
進
な
ど
更
な
る
改
革

・文
化
戦
略
会
磁
の
誘
致

・
市
内
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
⑦
腸
内
・
減
災
対
策
恭
薙
巡
し
ま
す

・
公
共
施
設
維
持
管
理
の
効
率
化

・
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

・
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

m想
の
縫
巡

・
防
第
行
政
無
線
統
合
デ
ジ
タ
ル
化
⑪
市
民
協
働
を
進
め
ま
す

－
九
州
中
央
道
と
砥
筒
南
滋
路
対
策

③
医
療
と
健
康
畏
痔
を
縫
巡
し
ま

・
地
袋
・
海
波
対
策
の
強
化
・
市
民
の
窓
嬰
宮
市
政
に
反
映

－
都

市

力

強

化

す

・
地
域
防
災
力
の
向
上

・
ソ
1
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
強
化

H
無

所

属
・現

H

①
高
遇
措
摺
援
の
語
新
時
代

＠
苔
て
裏
を
充
突
さ
せ
ま
す

づ
く
り
を
巡
め
ま
す

・
地
峨
子
育
主
義
綜
越
の
艶
側

・内
藤
記
念
館
介
添
山
の
霊
的

・
子
育
て
事
策
の
充
実

・
島
浦
保
育
所
の
改
築

創刊一一一ゆ

小
田

を
、
観
光
部
に
観
光
プ
ロ
モ
l
シ
ョ
金
を
切
%
カ
ッ
ト
す
る

ン
鯨
を
鮫
哩
ず
る

7

南
海
ト
ラ
フ
厚
穴
地
震
に
備
一

⑤
次
審
議
登
寝
泊
大
強
化
え
た
話
会
宜伸
の
災
密
に
強
い
質
J

一叫

す

る

く

り

を

目

指

す

一

⑥
総
務
部
内
に
、
雇
用
対
策
際
お

8
旧
消
防
甑
蕗
地
の
再
開
発
検
一
［

①
命
醤
部
を
総
務
部
内
の
企
画
課
よ
び
千
葉
県
松
戸
市
の
「
す
ぐ
や
討

一

へ

戻

す

る

叡

」

を

設

置

、
怒
名
を
公
募
す

9

城
山
、
野
口
記
念
館
、
内
藤

一一

②
総
務
部
内
に
危
機
管
理
際

、

災

る

。

記

念

館

の

鼓

備

強

化
彩
画
掃
す

一品

市
長
任
期

2
期
に
限
定

忠
良
候
補
（臼
）

H
無

所

属
・新

H

－
市
長
任
期
を
2
期
ま
で
と
す

る

、4マA
f

十
九
J

一昨
て
6

4
F
4H

リ‘
市
建
策
相
師
を
蕗
幽
す
る
5
怠
山
後
の
北
方
、
苅
協
、
北
ω
文
化
財
保
磁
少
年
団
の
結
一
品

＠
厳
林
水
産
静
化
燦
芋
林
鎌
・
川
町
の
活
性
化
の
た
め
、
各
窪
田
支
成
。
鳥
臨
器
対
策
や
、
高
餓
者
対
一同

2

ハ
会
姉
関
側
の
た
め
市
畏
巡
挙
水
産
部
に
独
立
さ
せ
る
所
に
・
減
鋭
部
町
水
産
部
、
林
然
部
を
策
な
ど
梅
祉
向
上
を
図
り
、
安
全
で
一
酬

を
統
遍
滋
と
同
時
期
に
行
う
＠
商
工
観
光
部
室
商
工
部
と
観
光
転
出
ぃ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
機
関
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
質
J

く
り
に
取
一
四

3

副

市

長

を

一

人

制

と

す

る

部

に

独

立

さ

せ

る

。

商

工

部

内

に

策

迎

携

さ

せ

る

り

組

む

一

M

4

行
政
組
織
を
見
直
す
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
パ
レ
l
対

策

綴

6

市

長

の

報

酬

を

ω

%

、

退

職

一



壁

岩
崎

信

さ

ん

（灯
）無
・
新

首
藤

正

治

さ

ん

（回
）
無
・現

田

忠
良
さ
ん
（印
）
無
・新

（古1f1品）

砥
岡
市
長
選
は
お
臼
の
稿
型
車
で
絞
り
2
白
。
ウ
篠
摘
し
て
い
る
新
人
で
会
社
社
長
の
岩
崎
信

さ
ん
（
灯
）
、
議
の
首
豊
富
ん
（
問
）
、
新
人
で
盟
巾
脱
会
剛
警
の
小
田
忠
良
さ
ん
（
包
Hい

ず
れ
も
無
所
属
H
の
3
人
が
滋
繕
政
務
繰
り
広
げ
て
い
る
。
終
盤
へ
の
追
い
込
み
を
か
け
る
候
補
者

の
祭
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

斤穿日宮 崎目

指EUU~UHh弓！iU!i~
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話 説明会重ね浸透図る J
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ー

レ

ジ

ュ
＝
一れ
で
終
了
す
る
胃
越
し
。

b
r
a
－
日

ジ省

一

村

山

宮

星

一
副
去
最
し
予
蓄
は

3
5日

週
間

a

宮
受

一で
、
修
療
は
2
月
末
で
終
了
す
る
。

4
｜

一病
院
は
取
り
領
さ
れ
る
見
通
し
。

第
必
回
宮
臼
ジ
ュ
ニ
ア
展
〈
富
一
会
の
志
摩
俊
明
副
会
長
は
「
（
受
一

東
電
病
院
は
1
1
3
床
の
総
合

崎
日
日
新
聞
社
、
岨
謹
回
以
審
研一
賞
作
は
）
心
安
治
め
て
箔
か
れ
て
一病
院
だ
が
、
粋
貰
や
O
B
、
家
族

究
室
琶
の
褒
霊
訪
鶴
岡
、一
い
る
。
貨
が
高
く
、
大
き
な
価
値
を
一
し
か
利
用
で
き
な
い
。
悪
控
2

宮
崎
市
の
宮
日
会
館
で
あ
っ
た
。
一
持
っ
て
い
る
」
介
認
辞
を
述
べ
た
。
一

0
1
2年
6
月
の
仲
間
主
総
会
で
東

特
選
、
翌
蓬
受
賞
者
竹
人
に
袋
一
特
選
塞
貧
し
た
国
富
町
・本
一
京
都
の
猪
瀬
直
樹
副
知
窃
（
当

監

を

嬰

高

高

り
、
持
た
一
庄
小
4
年
、
森
大
知
君
（
川
）
は
一
ぎ
か
ら
迫
ら
れ
、
売
却
を
決

感
性
と
努
力
を
た
た
え
た
。
一
語
事
翁
き
、
ク
ラ
ス
で
一
容
一
断
。
昨
年
の
入
札
で
東
京
建
物
が

塞
書
、
保
随
意
約
2
5
0
E後
に
拠
出
し
た
絵
カ
受
賞
し
て
一
優
先
交
渉
砲
を
得
て
い
た
。

人
が
出
席
。
選
考
綬
過
の
報
倍
一
う
れ
し
い
。
次
は
3
Dの
よ
う
な
一
入
札
に
は
医
療
法
人
の
徳
洲
会

後
、
宮
崎
目
薪
聞
社
の
山
長
一
作
品
在
摘
さ
た
い
」
と
悩
っ
ち
一
グ
ル
ー
プ
事
加
し
た
が
、
途
中

章
者
次
震
「
年
少
か
ら
と
護
導
逃
ほ
か
、
盤
、
一
で
辞
退
し
た
。
そ
の
後
、
同
グ
ル

学
生
ま
で
は
個
性
の
あ
る
絵
が
多
一
入
選
の
作
品
7
2
3点
は
、

2
月一

1
プ
が
続
減
氏
に
5
平
方
円
を
波

く
、
翠
を
技
巧
護
っ
た
主
2
日
ま
で
、
高
市
の
み
や
ざ
容
一
し
て
い
た
こ
と
が
菱
、
震
の

憲
絵
も
あ
っ
た
。
今
後
も
講
一
ア
l
ト
セ
ン
タ
ー
に
密
示
し
て
い
一
入
札
と
の
撃
を
束
事
議
誌

に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
、
同
研
究
一る

。

入

場

期

内

部

が

彼

査

し

て

い

る

。

さ小
ん田

圏直1~~€

:nfl開暫iiiiili製薬持
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相
一

udι
諮

問

一

）

心

一

銭

強

制

札

前

似

閣

は

日

一

日
認
に
当
た
る
7
2
3
万

台

と

す

る

豪

雪

用

意

し

た

。

山

田
一
世情期閲
さ
れ
る
。
経
営
者
の
理
解

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ

ト

の

代

削

一
不
足
や
シ
ス
テ
ム

構

築

費

用

が

理

店

も

追

い

込

み

を

か

け

て

い

剛

一
ネ
y
ク
に
な
り
、
特
に
由
小
・寝

る

。

大

嫁

商

会

は

パ

ソ

コ
ン

が

畑

一
創
作
築
は
般
新
O
Sの
「

ウ

ィ

品

簿

に

な

る

百

倍

桜

涼

あ

る

た

剛

一
ン
ド
ウ
ズ
8
・1
」

な

ど

へ

の

移

め

、

倉

陣

を

地

紋

し

在

庫

を

増

側

二

量

れ

首

立

っ

て

い

る

。

や

し
た

。

シ

ス

テ

ム

蓄

や

州

議
「
吾
、
ロ
雲
寺
コ

t
E
S

刷
位
百

Z
子

－

1
元
号
」

副
首
藤
さ
ん
晴
れ
や
か

議
案
た
し
た
現
職
の
首
際
一
の
建
議
議
る
こ
と
が
で
き
一
と
に
駆
け
寄
っ
て
は
「
あ
り
が
と
一
管
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
陣

サ

ル

「
ベ

ン

ツ

」

蓄

え

。

当
選
確
実
の
知
ら
せ
一
有
毒
を
い
た
だ
い
た
震
の
一
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
翠
喜
蚕
霊
塔
市
滑
り
を
種
。
「
せ
わ

が
届
い
た
後
、
簡
実
質
町
三
弱
」
と
晴
れ
や
か
な
議
で
喜
一
交
わ
し
た
。

一
ね
る
（
、
畠
な
い
ご
と
い
っ
た

8
0
0
人
追
悼

選
挙
事
務
所
は
、
支
持
者
ら
の
一
刊
峯
題
っ
た
。
一
今
回
選
で
娃
巾
役
所
新
庁
舎
一
声
も
多
く
聞
か
れ
る
中
、
「
勝
っ
て

高
崎
山
自
然
動
物
園

「
よ
し
」
「
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
一
首
膝
さ
ん
は
午
後
9
時
問
分
ご
一
巡
般
の
着
手
、
行
財
政
改
革
な
ど
一
当
然
。
圧
倒
的
な
援
で
市
畏
に
送
り
野
生
ザ
ル
の
餌
付
け
で
知
ら
れ

た
」
と
い
う
声
や
割
れ
ん
ば
か
り
一
ろ
、
覇
支
え
（
民
）と
一緒
に
一
を
2
智
詰
思
議
と
し
て
強
一
出
そ
う
」
名
義
め
を
図
っ
た
。
る
大
一
会
mの
高
崎
山
自
読
物
臨
一

の
撃
に
包
ま
れ
た
。
譲
さ
ん
示
事
入
り
。
聖
を
突
主
げ
一
闘
。
約
1
5
0
に
及
ん
だ
縫
薦
問
一
商
法
滋
患
盟
し
、
大
き
な
芸
目
、
失
隊
後
に
死
を
限
定
占
C

一

は
「
雪
c
ん
の
お
か
げ
で

3
m自
一
て
官
官
び
を
表
現
し
、
支
援
者
の
も
一
体
・金
揮
を
中
心
に
組
織
戦
を
展
一変
化
を
迫
ら
れ
る
今
後
の
4
年
れ
た
人
気
ボ
ス
ザ
ル
「
ベ
ン
ツ
ニ

白ーを
門a
可

首

警

ん

は

舞

の

霊

化

蓄

す

皐

お

あ

り

、

議

主

一五
一」
J
F一
法

一
や
地
場
産
讃
輿
な
ど
へ
憲
欲
を
ら
約
8
0
0人
が
「
伝
脱
の
ボ
一

’
4
日

S

M

－
h
y
，

一

穂

り
、
「
土
産
ま
だ
限
鱒
は
山
積
三

と
の
別
れ
そ
締
レ
ん
だ

4
2
F
r
b日
以

内

？
γ
FA
－－
p

i
一

し

て

い

る

。

砥

悶

の

ま

ち

を

さ

ら

認

。

一

’

劃
量
円
l
L

／

エ

ご

』

・4
J

彰

一

に
一
塁
己
せ
て
い
く
た
め
、
使
命
会
歯
内
包
広
場
に
殴
け
ら
れ
一
社
員
上
川
た
み
え
さ
ん
（
必
）
が

＼

2

2一
で
き
諸
相
一
懸
案
っ
て
窓
を
室
長
た
ス
テ
ー
ジ
で
闘
か
れ
、
フ
ァ
ン
一
日
の
中
で
必
死
に
隼
き
て
い
る

戸
高
一

J
u
一
嗣
劃
一
愈
に
雪
た
奮
を
見
せ
た
。
代
袋
と
し
て
自
男
窓
会
一
ベ
ン
ツ
の

5
2だ実
感

－－一
ぃ品、

早
苗
の
一

2
1
2
22
2
2i
3
i
i
f
－－
i
j
i
i；
i
i
j
j
j
i－
－
が
な
い
」
と
涙
を
と
ら
え
な
が
ら

匹

し

ぶ

町

複

寝

室

ベ

セ

欄

週

刊

油

開

に

は

軽

台

が

股

け

ら

れ

強
制
脳
油
開

た
ほ
か
、
職
員
が
二
十
数
年
前
か

品

遺

伝

副

長

し
て
き
奪
真
が
展
－
歪

滝
閉
じ
が

れ、

多
く
の
然
関
者
が
伝
鋭
ザ
ル

選

議

議

を

お

ん

匂

町
お
け
一
和
引

｝
1
4
1
一
交
後
を
午
属’

B
燭
%
と
z
－hv
 
脅園調支

現
職
の
壁
高
く

3
庭
回
の
市
長
選
に
挑
ん
だ
小
一
主
語
い
た
。

田
忠
良
さ
ん
だ
っ
た
が
、
現
職
の
一
一
選
択
肢

mや
せ
た

怨
ほ
漕
か
っ
た
。
経
間
百
提
の
一

撃

事

d
襲
を
見
守
っ
た
一

岩
崎
さ
ん

一
一
一

一

サ

喜

重

量

管

て

主

義

雪

－

a、商
市
民
体

不

動

産

大

手

に

開

捌

説

明

湘

一

時

話
題
こ
一
語
警
は

東電病院
売却
畑一純一路孝諮

問
三
北
の
立
て
直
し
ゃ
観
光
綴
一
率
定
義
樹
葬
う
と
し
一
探
索
忽
程
、
薬
務
僅
叫
川
口
引
日
刊
日

興
な
ど
の
要
譲
を
打
ち
出
し
一
て
い
張
、
業
後
は
背
蟻
一
に
雪
景
霊
力
震
」
ち

14い
い

れ

日

日

高

画

整

き

な

が

量

一

閉

会

議

。

事

自

ら

忠

志

安

手

の

豪

務

に

窓

一

園

懲

役

淳

一

定

曜

の
据
翠
議
い
た
歯
充
。
議
書
え
た
護
械
を
扱
り
主
す
る
と
、
お
回
ま
で
に
発
表
し
一
盟
主

証

明

；

ー

レ
か
し
、
現
職
の
組
織
力
が
圧
倒
一
り
、
「
有
権
者
の
選
択
肢
を
一
つ
一
た
。
宛
却
問
酬
は
周
辺
施
般
を
含
め
一
掴
野
郡
都
世
鍋
帥
帽

的
だ
っ
た
こ
と
に
愛
、
議
補
否
や
せ
た
こ
と
は
公
共
の
利
益
に

7
8得
。

養

護

警

建

一

．
一同

．

E
瞬
時

袈
明
が
昨
年

U
Z出
遅
れ
た
こ
一
な
？
え
さ
と
庭
し
て
い
た
。
一
に
向
け
た
大
型
の
資
産
売
却
は
こ
市

・

品
目



州
道
開
通
へ
の
対
応
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
争
わ

れ
、
候
補
者
は
最
後
の
追
い
込
み
に
懸
命
だ
。

沼
崎
－
6
4

4
あ

百
，
－u一一

‘
助一

宮
崎
市
長
選
は
、
現
職
無
所

糊
一
腐
の
戸
数
正
氏
（
但
）

H
自
民
、

第一

民
主
、
公
明
推
薦
、
社
員
支
持

一
H
と
共
産
新
顔
で
党
市
生
活
相

一
談
室
長
の
橋
口
寛
氏
（
関
）
の
一

一
騎
打
ち
だ
。

一

戸
敷
氏
は
連
日
、
選
挙
カ
1

一
で
市
内
を
巡
る
。
国
会
議
員
や

一
市
議
但
人
で
作
る
「
支
え
る

一会
」
の
議
員
と
演
説
会
を
開
く

一
な
ど
し
、
支
持
拡
大
を
図
る
。

一
集
会
で
は
乳
幼
児
医
療
費
の

一
無
料
化
や
行
尉
政
改
革
な
ど
の

一
実
績
を
強
調
。
「
国
に
要
望
す

罰
一
る
際
、
市
民
の
多
く
の
支
持
が

毘
一
力
に
な
る
」

と
訴
え
る
。
公
約

に
は
、
市
郡
医
師
会
病
院
や
動

宮
崎
市
長
選
候
補
者

実汗Eヨ喜三周土曜日

延
岡
市
長
選
候
補
者

2014年（平成26年）1月25日10比反宮崎

年
齢
は
投
票
日
現
在
。
丸
囲
み
数
字
は
当
選
回
数
。
四
角
囲
み
政
党
は
推

悶
・支
持
。
園
以
下
は
過
去
職
。
マ
以
下
は
出
身
校
と
住
所
。
経
歴
な
ど

は
原
則
と
し
て
候
補
者
の
回
答
に
基
づ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す

言・

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

「宮
崎
新
幹
線
」
も
掲
げ
る
。

橋
口
氏
は
、
小
集
会
や
辻
立

ち
を
通
じ
、
生
活
保
護
の
受
給

を
支
援
す
る
活
動
で
培
っ
た

「
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
政

治
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

「命
が
一
番
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
公
約
に
は
子
ど
も
医

J

雲
母
2
4
1匝
U
F
X

コ王
a
g
f
A
C
〈
！
？
’

も
訴
え
、
現
市
政
へ
の
批
判
票

の
獲
得
を
狙
う
。

市
議
補
選
（
被
選
挙
数
1
）

は
前
職
3
人
と
新
顔
2
人
が
激

し
い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

投
票
は
午
前
7
時
5
午
後
8

時
ま
で
市
内
1
1
7カ
所
で
受

げ
付
け
る
（
高
岡
町
内
の
7
カ

所
は
午
後
6
時
ま
で
）

。
市
総

合
体
育
館
で
午
後
9
時
半
か
ら

開
票
さ
れ
る
。
（
柴
田
秀
並
）

延
岡
市
長
選
も
熱
く

産
業
振
興
策
な
ど
舌
戦

延
岡
市
長
選
に
は
、
新
顔
で

ネ
ッ
ト
通
信
会
社
社
長
の
岩
崎

信
氏
（
U
）、

3
期
目
を
め
ざ
す

届
け
出
順

と

じ

き

た

だ

し

戸

敷

正

白

無

現

①

県
市
長
会
長
・
県
商
工
人
野
球
連
盟
顧
問
国

佐
土
原
町
長
・
町
商
工
観
光
課
企
業
対
策
監

マ
県
民
業
大
学
校
マ
宮
崎
市
鶴
島
2
丁
目

u園
圏
図
回

は

し

ぐ

ち

ひ

ろ

し

橋

口

寛

回

共

新

党
市
生
活
相
談
室
長
・
市
生
活
と
健
康
を
守

る
会
長
・
党
中
部
地
区
常
任
委
員
園
コ
l
プ

み
や
ざ
き
職
員
マ
九
大
農
学
部
マ
宮
崎
市
清

武
町
木
原

届
け
出
順

い

わ

さ

き

ま

こ

と

岩

崎

信

U
無
新

ネ
ッ
ト
通
信
会
社
長
・
行
政
監
視
市
民
団
体

代
表
マ
柳
川
高
マ
延
岡
市
北
川
町
長
井

す
ど
う
ま
さ
は
る

首

藤

正

治

問
無
現
②

九
州
市
長
会
副
会
長
・
九
州
中
央
道
期
成
会

長
国
事
務
機
器
販
売
会
社
長
・
延
岡
J
C理

事
長
マ
京
大
工
学
部
マ
延
岡
市
大
貫
町
3
丁

目

日

圏

図

図

お

だ

た

だ

よ

し

小

田

忠

良

臼

無

新

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
理
事
国
市
副
謡
長

．
段
計
会
社
長
・
東
海
中
P
T
A会
長
マ
芝

浦
工
大
工
学
部
マ
延
岡
市
大
野
町

現
職
の
首
藤
正
治
氏
（
回
）
リ
民

主
、
公
明
、社
民
推
薦
H
、
新
顔

で
前
市
議
会
副
議
長
の
小
田
忠

良
民
（
臼
）
の
い
ず
れ
も
無
所
属

の
3
氏
が
立
候
補
し
て
い
る
。

岩
崎
氏
は
、
公
約
に
行
政
事

務
の
電
子
化
に
よ
る
滅
税
や
住

民
参
加
の
市
政
運
営
を
掲
げ

る
。
選
挙
カ
l
を
使
っ
た
運
動

は
せ
ず
、

5
カ
所
で
政
策
説
明

会
を
開
催
。
幻
自
は
「
延
岡
市

を
電
子
政
府
の
モ
デ
ル
都
市
に

す
る
」
な
ど
と
訴
え
た
。
政
策

に
賛
同
す
る
メ
l
ル
も
届
い
て

剥
一

候
補
者
の
政
策
を
聴
く
有
権
者

百 i：~I l合l，《声
ミ噛 日鋤 仁GU .~説 I~ 
裏審議震襲主翼蓄棄震産室苧
只武議郵 塾 恒 協業保
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い
る
と
い
い
、
「
声
は
小
さ
い

が
、
支
持
し
て
く
れ
る
人
は
増

え
て
い
る
」
と
語
る
。

首
藤
氏
は
、
東
九
州
道
に
つ

い
て
「
開
通
に
は
自
分
の
関
わ

り
が
力
を
果
た
し
た
」
と
人
脈

や
実
績
を
強
調
。
企
業
誘
致
や

産
業
振
興
に
生
か
す
と
訴
え

る
。
選
挙
戦
で
は
、
政
党
の
ほ

か
、
約
1
5
0
の
団
体

・
企
業

の
推
薦
を
得
て
組
織
選
挙
を
展

開
す
る
。
加
日
の
個
人
演
説
会

で
は
、
応
援
の
経
営
者
が
「
圧

倒
的
な
票
数
で
勝
た
ね
ば
な
ら

な
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

小
田
氏
は
、
北
方
、
北
川
、

北
浦
の
旧
3
町
の
活
性
他
に
重

点
を
置
く
。
お
日
の
決
起
集
会

で
は
「
各
町
に
農
林
部
や
林
業

部
を
お
い
て
1
次
産
業
を
元
気

に
す
る
」
と
主
張
。
東
九
州
道

を
活
用
し
た
観
光
振
興
も
語
っ

た
。
運
動
は
有
権
者
一
人
一
人

に
訴
え
る
草
の
根
選
挙
で
、
選

対
幹
部
は
「
政
策
に
賛
同
し
て

く
れ
る
輸
が
次
第
に
広
が
っ
て

い
る
」
と
手
応
え
を
語
る
。

お
日
ま
で
の
期
目
前
投
票
数

は
3
6
5
7人
で
、
前
回
同
時

妻
と
次
女
遺
棄
認
め
る

弁
護
人

認
否
留
保

目
、
宮
崎
地
裁

（満
岡
俊
文
裁

判
官
）
で
あ
っ
た
。

2
人
は

「
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と

起
訴
内
容
を
認
め
た
が
、
弁
護

人
は
「
責
任
能
力
に
疑
い
が
あ

る
」
と
認
否
を
留
保
し
た
。

ミ
イ
ラ
遺
体
事
件

宮
崎
市
の
民
家
で
ミ
イ
ラ
化

し
た
男
性
（
当
時
間
山
）
の
遺
体

が
見
つ
か
っ
た
事
件
で
、
死
体

遺
棄
と
詐
欺
の
罪
に
関
わ
れ
た

妻
の
幸
子
（沌）
、
次
女
の
和
恵

（
伍
）
の
両
被
告
の
初
公
判
が
鈍

都
城
主

論
戦
主

都
城
市
議吋

は
現
職
釘
人
、

顔
9
人
の
許

し
、
論
戦
本

期
よ
り
7
4・

投
票
は
お

後
8
時
（
一
叩

公金る入た図ちにたは
務返んれ 。つゆ男が男冒
員済でて男たか性 、性頭
退の隠ビ性がなが 2の陳
職 t.-l ，ニの、 く死 O年述



圃－－
R
E
E
E』
圃

．．
 
，

p
z

y
a
、A
4

’V寸
O
』
1

J
’F
・
v

．

－
白
山
幽

・

F

参
拝
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
が

’i

却

さ
ら
に
震
で
議
の
年

延
岡
市
山
下
町
の
今
山

－

二

耕

一

Z

4

に
な
る
よ
う
に
節
分
行
事

大
師
（
野
中
玄
雄
住
職
）
で

・
福
豆
の
袋
詰
め
作
業
に
追
わ
れ
る
今
山
大
師
鹿
賛
会
の
会
員
（
き
ょ
う
午
前
、今
に
取
り
組
み
た
い
」
と
来

2
月
3
日
、招
福
を
願
う

山
大

師

）

場

を

呼

び

掛

け

て

い

る

。
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！農林水産業（第1次産業）の振興ω 取り組みますか ［ 

岩
崎
信
候
補
（
灯）
無
新

農
林
水
産

デ

覇

業

で

も

I
T

d
A附
q

”
化
を
進
め
、

E
川
町
い
‘

k
k
効
率
化
を
図

刈
什
ド
ド
司、

り
ま
す
。
包

子
政
府
の
中
に
、
遊
休
資
産
活
用
部
門
を

設
け
、
空
き
家
、
空
き
農
地
、
廃
校
な
ど

を
有
効
活
用
し
ま
す
。
空
き
家
パ
ン
ク
制

度
を
創
設
し、

空
き
家
、
股
地
な
ど
の
物

件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、
意
欲

の
あ
る
人
が
延
岡
で
股
林
水
産
業
に
取
り

組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
盤
え
ま
す
。

耕
作
放
棄
農
地
と
耕
作
成
地
の
固
定
資
産

税
率
に
差
を
設
げ
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少

を
促
進
し
ま
す
。
事
業
者
の
創
意
工
夫
が

尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
有
機

．

農
業
の
推
進
に
闘
す
る
法
律
に
義
っ
き
、

有
機
民
業
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
、
子
ど

も
た
ち
が
悠
》
礎
物
に
便
さ
れ
て
い
な
い

健
全
な
食
物
に
膿
ま
れ
る
こ
と
が
、
肉
体

的
、
精
神
的
健
康
度
を
高
め
る
た
め
の
必

要
条
件
で
す
。
学
校
給
食
の
食
材
は
有
機

農
産
物
を
原
則
と
し
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
未
知
の
薬
害
を
防
止
し
ま

す
。
市
民
が
い
つ
で
も
健
全
な
有
機
股
産

物
を
入
手
で
き
る
よ
う
に、

選
択
の
自
由

を
拡
大
し
ま
す
。
段
産
物
の
化
学
薬
物
使

用
履
歴
の
表
示
を
義
務
付
け
、
諜
物
使
用

E
を
最
少
叱
し
ま
す
。

r 
L 

首
藤
正
治
候
補
（日
）
無
現

延
岡
市
に

「

お

い
て
は
、

司
燥
林
水
産
業

引

い
ず
れ
も
質

の
高
い
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
工
な
ど
の
分

野
で
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
た

め
に、

農
商
工
連
携

・
6
次
産
管
夜
の
担

当
参
思
を
新
設
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

こ
れ
を

一
歩
道
め
、
部
局
横
断
型
の
組
織

的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

多
く
の
第
工
次
産
業
経
営
現
場
は
、
政
府

の
目
指
す
規
模
拡
大
路
線
に
は
な
か
な
か

な
じ
ま
な
い
経
営
形
態
で
あ
る
こ
と
に
も

配
慮
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
産

規
棋
が
小
規
模
で
あ
っ
て
も
換
金
が
で
き

て
経
済
活
動
と
し
て
も
成
り
立
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
道
の
駅
」
や
「
ふ
る

さ
と
市
場
」
な
ど
の
よ
う
な
直
売
所
の
仕

組
み
の
作
り
、
込
か
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
雷
鳥
獣
の
食
替
の

問
題
も
深
刻
で
す
。
そ
の
た
め
、
近
年
は

予
算
規
模
を
急
拡
大
さ
せ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
ネ
ッ
ト
や
電
棚
、
ワ
ナ
な
ど

の
設
白
や
捕
担
班
に
よ
る
駆
除
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

小
田
忠
良
候
補
（倒
）無
新

私
た
ち
の

根
幹
を
担
う

股
林
水
産
業

を
な
い
が
レ

ろ
に
し
て
い

て
は
、
延
岡
市
の
発
展
は
貝
込
め
ま
せ
ん。

特
に
、
合
併
後
は
北
方
町
や
北
川
町
に
豊

富
な
森
林
資
源
が
、
北
浦
町
や
島
浦
町
に

は
豊
富
な
水
産
膏
顕
が
あ
り
ま
す
。

今
日

ま
で
、
こ
の
よ
う
な
盟
富
な
資
源
を
十
分

に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
こ
の
邸
周
林
水
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
現
在
の

一
部
制
を
股
業

部
、
林
業
部
、
水
産
部
の
三
部
制
に
組
織

を
見
直
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
農
業
者
や
林
業
、

漁
業
者
の
新
規
起
業
や
、
後
継
者
の
問
題

解
決
の
受
け
入
れ
窓
口
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

政
家
、
林
家
、
漁
家
や
団
体
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
支
援
対
策
課
も
し
く
は
係
を
設

置
し
、
具
体
的
に
支
援
レ
て
い
く
対
応
窓

．
口
一
設
置
こ
そ
一
番
最
初
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笑
む
笑
む
サ
ー
ビ

ス
協
力
会
員
募
集

延
岡
市
高
齢
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人
延
岡
市
高

齢
者
福
祉
協
会
（
児
玉
悦
生

代
表
理
事
）
は
、
高
齢
者
に

家
事
援
助
な
ど
の
「
笑
む
笑

む
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る

協
力
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。対
象
は
、
延
岡
市
内
在
住

で
高
齢
者
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
お
お
む
ね
印
歳
ま
で
の

健
康
な
人
。
定
員
加
入
。
締

め
切
り
は
2
月
7
日。

門
間
川
ハ

υ
一

O
初
天
神
O
法
然
上
人
忌
O

一一

職
員
探
用
鼠
験

H
君
臨
師
（助
産

一－

師
有
資
格
者
）
、雷
語
聴
覚
士

H
一一

（
県
庁
、
福
岡
市
）

O
特
別
展

E幽掴盛義国i盟
':I毎日：｛19 : 00 ~：123: :, .. QQJ 
携帯・3・ッシュ回線非aoo・o
ダイヤル回線（0985)35-8855 

全
開
通
行
止
め
、
時
間
謂
、

Z
6
5号
（
偶
小
向
橋
1
同
飯
干

一一

重
畳
制
限
な
ど
道
路
情
報
に
つ
一
時
）
マ
但
書
U
8
8号
（
同
大
河

一
一

い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
マ
延
一

内
峠
方
面
ν
マ
国
導
φ
8
8号一

岡
土
木
都
務
所
（冠
0
9
8
2
・
一（
問
矢
立
峠
翠
凹
）
マ
国
道
3
8
一一

引
・6
1
4
5）マ
日
向
土
木
研

一
8
号
（
同
白
石
縮
l
同
大
向
内

務
所
（
宮
8
8
2・臼
・
4
1
一
勝

マ
国
道

3
3号
（
五
ヶ
瀬

7
1）
マ
県
西
臼
杵
支
庁
土
木
課
一
町
一ニケ
所
釜
「
同
飯
干
峠
）
マ

（2
0
9
8
2
・
η
・
3
1
9
一
国
道
5
0
3寄
（
諸
塚
村
七
ツ
山

工
）
マ
県
庁
ホ
l
ムベ
l
ジ
Q
唱
一
飯
干
｜
同
館
十
峠
）
マ一
般
県
道

路
規
制
情
報
）

一

1
4
2号ト
権
誕
湯
前
線
（
椎
張

。
チ
ェ
ー
ン
必
要
（
き
ょ
う
正
午

－村
不
土
野
末
土
野
崎
l
同
不
土

現在）

O
砲
弾
4
6「
尋
（拙
鍛

一野
峠
）

村
大
向
内
飯
干
峠
方
面
）
マ
国
道
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全
面
結
氷
し
、
見
詰
な
造
形
と
な
っ
た
落
水
の
滝
（
幻
自
）

（金曜日）

＼

j
＝

…

折

マ
主
権
在
民
、
市
民
の
マ
支
出
の
無
駄
を
削
減
定
数
を
お
人
か
ら
白
人
に
し
て
い
る
権
限
を
住
民
に
…

母

・

恥

…

副
阿

幸
福
増
進
の
観
点
か
ら
、
レ
、

5
%
以
よ
の
市
税
の
削
減
し
ま
す
、
な
ど
。
取
り
戻
し
ま
す
、
な
ど
。
…

iー
出

…

け

全
事
業
、
全
条
例
規
則
を

減
税
を
行
い
ま
す
、
な
ど
。

彦

、
自
治
公
民
館
の

マ
市
長
給
与
を
臼
%
削
…
．
 

－
R
配

…

何

点
検
整
理
し
ま
す
、
な
ど
。

マ

市
民
感
覚
が
一
援
す
民
主
化
条
例
を
制
定
し
、
号
、

4
年
間
で
5
0
6
…

仲

W
4
…

情

マ
也
子
政
府
推
進
誘
る
公
務
員
制
度
を
都
築
市
民
の

議

選

基

に

O
万
円
を
還
元
し
ま
す
。
…
．
 

ミ

…

候

を
制
定
し
、
世
界
一
の
包
し
、
公
務
員
を
誰
で
も
い
お
け
る
民
主
的
で
公
正
な
市
長
の
連
続
三
選
を
禁
止
一

蕊
ミ
§

”

ト

ー
子
政
府
を
創
造
し
ま
す
、
つ
で
も
選
択
で
き
る
よ
う
ル
l
ル
を
明
確
に
し
ま
し
ま
す
。

s
s
…
り
川
口
信

な

ど

。

に

レ

ま

す

、

な

ど

。

す

、

な

ど

。

マ

九

州

の

独

立

目

撃

…

ざ

《

…
ま

川

マ
地
域
の
自
語
審
マ
夜
間
議
会
、
通
年
議
マ
文
部
科
学
省
を
頂
点
推
進
し
ま
す
。
連
州
国
家
…

喜

一ぺ

…
崎

直

明

発
展
の
必
要
条
件
と
し
会
を
実
現
し
、
誰
で
も
い
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
日
本
へ
歩
み
ま
す
。

総－
u
q
q
o

告

で

が

割

て
、
公
正
競
争
震
を
盤
つ
で
も
妻
、
警
で
き
重
量
宮
見
直

r

§

…
い

H
Z
4
備
し
ま
す
、
な
ど
。

る

よ
う
に
し
ま
す
。
議
員

し

現

言

委

員

会

カ

独

占

…

警
守
’
S
S
S
F
 

感

£

宇

…

現

マ
華
麗
開
通
後
の
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
梢
想

せ
ん
〉
橋
お
よ
妥
西
自

マ
仔
財
政
改
革
を
推
進
…

ミ

…

閥

均

建

設

の

誤

医

療

を
充
実

由

競

－

題

斜

計

一

書

引
…

．
 

§
：
喜

…

－
w
w
M

め
ま
す
（
内
藤
記
念
館
と
し
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
推
進
し
ま
す
（
防
災
行
政
共
施
設
維
持
管
理
の
効
率
…

＼

ミ

…

神

宮
参
再
審
な
ど
）
。
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
無
線
の
統
合
・
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
）
。

惑

遼

…

る

ほ
刊

し

お

許

諾

斜

配

%

減

均

泊

費

U

説
明
津
波
対
策
の
く
の
日
開
刊
誌
ゎ
…

さ
き
b

…
山

治

さ

せ

ま
す
（
地
域
子
育
て
ま
す
（
小
中
学
務
設
耐
豆
一
北
を
は
じ
め
努

の

覧

室

長

、

…

ぶ

翼

民

正

支
援
施
設
の
整
備
な
ど
）
。
霞
化
の
甲
子
、
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
地
域
づ
く
り
を
警
ソ
l
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
…

sぶ
滋
守
二
i

灯

台

設

マ
地
域
経
済
の
活
権
施
設
充
実

）

。

ま

す
（
有
警
僚
対
策
の
強
化
）
。

、

さ

…
ど

討

刊

と
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す

マ
J
R延
展

開

辺

整

拡

充

、

道

の

駅

の

議

強

…

謡

、

…
す

首

（
企
業
誘
致
、
雇
用
創
出
、
備
を
進
め
ま
す
（
繋
〈こ
化
な
ど
）
。

ミ

雫

…

新

マ
市
長
認
を
初
%
、
悪
化
と
下
封
書
へ
の
し
議
の
あ
り
方
を
是
正
す
。

潟

、

終

…

無

味

金

を

印

%

削

減

し

ま

い

勾

信

駐

日

山

ピ

詰

鍔

マ

ア

諸

説

明

何

時

十

§

ミ

…

附

マ
公
費
製
の
た
め
、

ω
%
以
よ
確
保
し
ま
す
。

マ

荷

量

開

還

を

境

穫

と

I
Tを
清

k

i
s
s
…

唯
澗

副
市
長
2
人
制
を
工
人
制
マ
天
下
り
を
禁
止
レ
ま
見
事
え
て
、
観
光
部
を
独
た
在
宅
ワ
l
ク
の
推
進
を
…

雨雲』
…し
開

むれ
mymp町
医
ω詩
吟
回
目
ト
バ
見
、（
鵠
軒
四
円
説
話
斡
…

ぶ

機

約

一

同

制

叫

実

親

類

む

お

け

十

着

の

語

仰

向

れ

か

町

レ

相

官

隠

れ

同

町

琴

パ

ッ

ク

ア

ッ

ご

一

巡ぬ潟、
…
川
畑
謀
議
公
立
諮
問
伎
町
議
明
日
立
む
い
「
治
…

…

；
ー
川
寸

時
に
、
公
共
工
事
の
品
質
併
後
の
中
央
集
権
的
な
統
全
国
に
情
報
発
信
し
ま

24日1月2014年（平成26年）(3) 

点
下
6

け
さ
の
照
的

糊

2

マ
va
H
H
3
 

登場砥～延岡
市
大
帥

図
高
校
野
球
一

月
、
工
年
生
部

部
員
か
ら
器
仔

骨
を
折
る
な
y

の
け
が
を
負
つ

が
分
か
っ
た
。

け
た
延
岡
署
は

2
年
生
部
員
者

岡
支
部
に
岱
類

家
裁
で
審
理
し

同
校
に
よ
る

あ
っ
た
の
は
、

日
午
後
9
時
ご

室
内
練
習
場
で

「
あ
い
さ
つ
の
ι

と
工
年
生
を
注

ろ
、
ふ
て
く
さ

取
っ
た
た
め
、

の
グ
リ
ッ
プ
出

2
、
3
回
小
突
－

す
な
ど
暴
行
し

同
げ
日
、
工
停

学
校
側
に
暴
行
一

と
を
伝
え
た
。－

目
、
両
親
、
野

と
も
に
工
年生・

謝
罪
し
た
。

同
校
は
た
だ
・

速
に
暴
行
が
あ

報
告
、
日
本
高
一

一一一一一一
一

安
心
’

け
る
担

－
正
規間

職
先
を
探
じ

大
変
出
努
じ

契
約
麗
用
だ

期
間
満
了
で

し
た
。
県
外

あ
り
ま
す
が

の
で
厳
レ
い

す
。
ア
ベ
ノ

で
景
気
は
回
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市
川
崎
武
胸
島
因
子
宮
島
砂
北
捕
浜
財

配
開
聞
大
問
川
夏
祝
但
中
浜
出
削
長
方

E
t

刈
．
可
制
引
，
叫
‘
内
引
，
引
汁
．
吋
4
．計

四
阿
川
副

町
四
日
日

M
H
“目白
M
四

日

開

H
m叩
問

問

一ーまこと ；苗のラ
’ーペー..., 、，・－ j の電立
高候補（47）無新 ；露叢R
・- ．肖j府を
【Q終学歴】柳J11 l減の警
高校卒 j・と創信

5造
【経歴】平成11年；%や世
7月からインタ j以、界
ーネ ッ トベン；一玉石

チャー業日本交：首義民

信網有限会社社 一 産 2主
長、同25年2月か 延 縞陪謹

ら市民会議延岡代表、独立行政 岡 同二一

環詰込社社長、市民団体代表 世 農安芸

【出身地】北九州市小倉南区 長バモ塁
【現住所】延岡市北川H汀長井4940~器 二一一三

A手 前をの

み挙事務所の住所】延 岡市オヒJ11立与藷憲
H汀長井4940-2 11{i: ! 4 と

＼＇~ 」も盟
【後援会長】本人 4措亭 っ橿
【選対本部長】本人 ~ 吾とな
【出納賢任者】本人 者 言 ！短

？ 葉も政
壬~ につ経
届 、と駿

け 仁~
出あ省毒
JI慎令犠芸、J 友は舵
人、に
組提

毒織り
をる
者頼－

改孫の
革にま
を残ま
訴しの
えて延
るい向
。いを

怒Z
」も

と本

並社
ぷ近午
高く径
さの 6
5一時

釘蒼忘
上居
の周梓
4主主 -;LiFぞ
やに神

なの
神が炎
P可らと

震観
を客
内くに
でぐ見
はつ守

薯宍宗

(I昭和35年4月5日第3種郵便物認可）

岩崎
すどうまさはる

首藤正治候補（58）無現
【ra終学歴】京都
メミt学コニt学音問勿理Z
工学科卒

【経歴】昭和54年
~，，.，.. ，，，.. 小西六写真工業
民噌 J 〈現コニカミノ

~Q；易？ ルタ〉入社。同58
、一 年ス ド一入社、

平成5年1月から社長。平成18年2
月から延岡市・良、現在2期目。
【職業】市長

【出身地】延岡市野地町

【現住所】延岡市大口町3丁目115
1-4 
【選挙~'.J務所の住所】延岡市大質

問了3丁目3065
【後援会長】岸」ニ照夫

む墨対本部長】飯平穏啓
【出納買任者】と｜三島宏

おだただよし

小田忠良候補（臼）無新
【~終学歴】芝浦

工業大学建築工

学科卒

【経歴】平成6年
に小田設計早務

所を設立。同7年
bこ廷！；I珂汁ヨ首長会雷発
貝初当選。同24

年5月から昨年11月まで副議長。
市長選立候補まで市議会議員。

【職業】自営業

【出身地】延岡市別府町

【現住所】延岡市大野町1112-1 
【選挙事務所の住所】延岡市出北

4丁目3199-1
【後援会長】甲控逸夫

【選対・本音15：畏】江藤｜！肖男

【出納貫任者】本人

．．． 圃．．． 
・・・闘・・・圃＝選挙参謀・候補者に聞く

いげ県たずれれ句 多
。て、め？をば子こ々
選延の今取日政れあ

石鰐讃掌き姦雲宮妥
志のと震と何器のし
命レ留に十現 4 た
lら運て首な年じ年
いをr:r'1年りもな間
た懸『のま後けで

が
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

岩
崎
陣
営
一
人
で
の
活
動
だ
っ
た
の

岩
崎
信
氏
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
、
ポ
ス
タ
ー
張
り
や
チ

ラ
シ
配
り
だ
り
で
も
大
変

だ
っ
た
の
で
す
べ
て
は
回

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

政
策
だ
け
を
比
べ
て
も

ら
え
ば
自
信
が
あ
り
、
ホ

ー
ム
ベ
l
ジ
も
期
間
中
に

政
策
に
は
自
信
あ
る

選
挙
公
報
や
各
社
の
新

聞
な
ど
で
は
政
策
の
遮
い

一
層
の
支
持
訴
え

首
藤
陣
営
・
飯

干
選
対
本
部
長

選
挙
戦
の
序
盤
は
、
選

挙
ム
i
ド
が
盛
り
上
が
つ

支
持
拡
大
に
全
力

小
田
陣
営
・江

藤
選
対
本
部
長

後
援
会
は
、
選
挙
カ
ー

が
戻
っ
た
後
も
迎
回
避
く

て
い
な
い
印
識
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
運
動
を
重

ね
て
い
く
う
ち
に
陣
嘗
が

引
き
締
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

逃
挙
の
機
迎
も
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
い
ま
で
は
十

分
な
手
応
え
を
持
っ
て
い

ま
す
。告
示
の
目
白
か
ら
毎

日
、
個
人
演
説
会
を
開
い

て
政
策
を
訴
え
て
き
ま
し

ま
で
残
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
す
る
な
ど
、
み
ん
な
一

生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

ね
日
の
決
起
大
会
も
実

り
あ
る
大
会
で
し
た
。
期

待
し
た
数
に
は
及
ば
な

か
っ
た
が
、
支
持
者
に
は

高
齢
者
が
多
い
た
め
、
夜

の
外
出
を
控
え
た
で
あ
ろ

う
こ
と
と
、

P
R不
足
の

聞
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

ア
ク
セ
ス
数
が
伸
び
て
コ

メ
ン
ト
も
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
が
氷
山
の
一
角
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
信
藤

の
反
応
は
分
か
り
ま
せ

ん。後
援
会
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
個
人
が
尊
重

さ
れ
る
べ
き
な
ど
、
選
挙

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

た
が
、
各
会
場
と
も
多
く

の
市
民
に
来
場
い
た
だ
き

盛
況
で
し
た
。
高
護
埴
路

の
建
設
促
進
や
懸
案
だ
っ

た
諸
加
畿
の
建
設
実
現
な

ど、

2
期
8
年
の
笑
納
に

は
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら

れ
、
有
権
者
の
理
解
を
得

ら
れ
た
と
確
信
し
て
い
ま

J
9
 だ
か
ら
と
い
っ
て
、
肩

る
と
悲
観
は
し
て
い
ま
せ

ん。
小
田
候
補
の
公
約
も
数

を
重
ね
る
ご
と
に
浸
透
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
理
挙
カ
l
の
周
り
に

出
て
き
て
く
れ
る
人
も
悶

え
て
い
る
し
、
市
の
財
政

を
危
倶
す
る
声
や
、
北
方
、

北
川
、
北
浦
の
三
地
区
で

は
「
何
と
か
延
岡
が
立
ち

の
荷
は
降
ろ
し
ま
せ
ん
。

ゴ
ル
フ
に
棚
え
る
な
ら
、

最
終
ホ
1
ル
を
ホ
1
ル
ア

ウ
ト
す
る
ま
で
が
勝
負
。

詰
め
の
部
分
を
怠
る
こ
と

な
く
、
昨
臓
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
地
後
の
最
後
ま

で
附
留
を
引
き
締
め
、

有

権
者
に
よ
り

一
周
の
支
持

を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

上
が
れ
る
方
向
に
お
願
い

し
ま
す
」
と
い
う
声
も
多

’v
 
た
だ
し
、
企
葎
的
に
厳

し
い
情
劉
で
あ
る
こ
と
は

問
遮
い
な
い
。
期
目
前
投

開一線
も
低
下
し
て
お
り
、

股
後
の
m以後
ま
で
支
持
拡

大
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す。
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延岡市長選

小
田
忠
良
之
支
司
首
こ
投
銭
乃
斤

弓
，

E
g二
1
p
u
日
目
、
、
『
じ
オ
ノ

延
岡
市
出
北
の
小
田
忠
良
さ
ん
の
邸
務
所
に
は
午
後
8
時
ご
ろ
か
ら
、
支
持
者
が
集
ま
り
、
選
挙
の
行
方
を
見
守
つ

た
。
現
職
の
当
選
確
実
を
伝
え
る
情
報
に
、
選
対
本
部
は
そ
の
確
認
に
奔
走
。
い
よ
い
よ
現
職
の
当
選
が
確
実
に
な
る

と、
「あ
l
」
「
見
る
目
が
な
い
ね
え
」
と
の
声
が
漏
れ
、
事
務
所
は
護
戸
νい
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

， ・、

法令j~~4z~ ＇ 1t ~ 

／品種量豊

敗
戦
の
弁
を
述
べ
る
小
田
中
長
さ
ん
（
お
目
、
延
岡
市

出
北
の
選
挙
事
務
所
）

高
速
道
路
新
時
代
を
迎

・ど、

2
期
8
年
の
笑
絹
に

え
た
延
岡
市
を
、
ど
の
よ
胸
を
張
る
。
ま
た、「
1
期

う
に
明
る
い
未
来
に
都
く
目
は
極
ま
き
、

2
期
目
は

の
か
l
。
新
た
な
4
年
間
収
積
、

次
は
大
き
な
飛
脳

の
市
政
の
か
じ
取
り
を
託
に
つ
な
が
る
4
年
間
に
し

さ
れ
た
首
藤
正
治
さ
ん
に

と
っ
て
、
最
も
大
き
な
凱

こ
え
て
き
た
。

民

が
活
力
を
持
て
る
効
果

商
漣
唱
路
開
通
管
官
見
的
施
策
の
早
期
の
実
現
が

据
え
た
観
光
振
興
策
は
必
望
ま
れ
る
。

要
な
謡
施
策
で
あ
る
に
特
に
金
誘
致
・
服
用

は
違
い
な
い
が
、
ま
ち
ゃ
創
出
は
待
っ
た
な
し
の
状

辰
旦
隔
地
盤
ど
さ
ふ
ぶ
ミ
ミ
ミ

こ
の
状
祝
に
事
務
局
は

「
小
田
さ
ん
の
当
選
を
見
る

の
は
難
し
い
状
況
に
な
っ

た
。
国
ほ
後
ま
で
見
守
り
た
い

が
、
遠
方
の
方
も
い
る
の
で
、

（
帰
る
か
ど
う
か
の
）

判
断

は
お
任
せ
し
ま
す
」
と
呼
び

掛
け
た
が
、
仰
を
立
つ
人
は

い
な
か
っ
た
。

．

そ
し
て
同
川
崎
す
ぎ
、
落

選
を
確
信
し
た
小
田
さ
ん
が

支
持
者
の
前
で
敗
戦
の
弁
。

「
残
念
な
が
ら
大
敗
を
喫
し

て
し
ま
い
ま
レ
た
。
す
べ
て

私
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で

す
。
接
戦
に
な
る
と
思
っ
て

い
た
の
だ
が
、
結
果
的
に
は

じ
め
、
ま
ち
会
誌
に
活
気

が
な
い
。
こ
れ
で
本
当
に

市
外
か
ら
人
を
呼
び
込
め

る
の
か
」
「延
岡
市
内
は
求

人
が
少
な
い
。
働
く
場
所

い
ん
だ
な
』
と
思
っ
と
摂
も

出
な
い
ほ
ど
。
農
林
漁
業
の

振
興
を
訴
え
、
社
会
的
に
弱

い
人
た
ち
に
光
を
当
た
る
よ

う
に
し
た
か
っ
た
が
：
・
」
と
、

現
職
の
壁
を
打
ち
破
れ
な

か
っ
た
と
と
を
敗
因
の
一
つ

に
挙
げ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は

「市
長

選
に
出
た
こ
と
で
、
い
わ
れ

の
な
い
中
傷
も
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
何
ら
か
の
形
で
延

岡
を
支
え
る
力
に
な
り
た

い
。
行
政
に
不
備
が
あ
れ
ば

一市
民
と
し
て
声
を
上
げ
て

い
く
」
と
話
し
た
。

選
挙
を
振
り
返
る
岩
崎
さ
ん

（初
日
、
延
岡
市
民
体
育
館
）

そ
ろ
そ
ろ
結
果
が
求
め
ら

れ
る
。
成
林
水
義

務

鹿

用
創
出
を
図
る
た
め
、
股

商
工
連
携
・
6
次
産
業
化

推
進
へ
の
取
り
組
み
も
加

速
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
速
道
路
を
活
用
し
た

は
座
り
、
時
に
は
フ
ロ
ア
を

歩
い
た
り
と
や
や
落
ち
着
か

な
い
様
子
だ
っ
た
。
し
か
し
、
’

開
票
の
時
間
に
な
る
と
席
に

座
り
じ
っ
と
作
業
を
眺
め
て

い
た
。同
川
時
お
分
に
確
定
開
票
…

結
果
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ノ

一

l
ト
に
メ
モ
を
介
守
、
会
場
一

を
写
真
に
収
め
て
い
た
。

…

「2
千
人
の
方
が
選
ん
で
く

…

れ
た
こ
左
は
あ
り
が
た
い
」
…

と
関
口

一
番
、
支
持
者
に
感

一

謝
。
そ
の
上
で
、「準
備
不
足
…

で
、
実
質
の
活
動
は
、
選
挙
公

…

報
だ
け
だ
っ
た
。
時
闘
が
足

…

り
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

…

た
。

…

そ
れ
で
も
、
市
民
の

一
つ
…

の
選
択
肢
と
な
り
得
た
こ
と

一

に
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
、

一

「
少
な
か
ら
ず
新
し
い
風
を

吹
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
市
民
の
幸
福
問
進
の
た

め
、
一
市
民
と
し
て
市
政
の

改
越
を

一
つ
ず
つ
し
て
い
き

た
い
」
と
話
レ
た
。

止
め
な
い
と
。
長
い
間
歪
＝

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
、
述
べ
て
頭
を
下
げ

た

大
敗
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
一
小
田
さ
ん
は
弓
ま
ち
の
人

励
ま
レ
を
受
げ
た
が
、
結
果
一
た
ち
は
現
状
に
満
足
し
て
い

を
真
説
（
し
ん
し
）
に
受
け
一
る
ん
だ
な
』
『
変
え
る
気
は
な

「少
な
か
ら
ず
新
し
い
風
」

岩
崎
信
さ
ん
手
応
え
語
る

岩
崎
信
さ
ん
は
、
午
後
6

時
す
ぎ
に
自
ら
延
岡
市
民
体

育
館
を
訪
れ
、
開
堕話
作
業
を

見
守
っ
た
。

体
育
館
2
階
の
客
席
で
開

票
時
間
を
待
つ
問、

立
っ
て

施
策
の
展
開
を
期
待
し
た

’v
 延岡
市
、
県
北
地
域
の

範
摩
L
ど
う
し
て
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
が
、
本

県
と
福
岡
・
熊
本
の
距
離

を
ぐ
っ
と
近
づ
け
る
九
州

コ
1
、ョコ
h
Hg
呈
雪
圭
こ
。
言
、
冒
し

鳴
障
問
直

中
心
市
街
地
に

に

ぎ

わ

い

を

A

’
高
速
道
が
獲
備
さ
れ

使
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
途
中
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
延
岡
は
ど

こ
に
行
く
に
も
速
い
の

で
、熊－
杢
刀
面
へ
の
路
線

な
ど
、
さ
ら
に
焚
通
聞
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
早
／
争
議
す

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
た
め
、
延
岡

駅
や
関
門
辺
も
日
向
市
駅
に

負
け
な
い
よ
う
能
備
レ
て

ほ
レ
い
で
す
ね
（
方
財
町
、

首
藤
氏
に
当
選
証
抗

延
岡
市
選
管

延
岡
市
長
選
挙
当
選
証
。

付
与
式
が
き
ょ
う
午
前
、
延

岡
市
役
所
会
議
歪
で
あ
り
、

3
避
を
果
た
し
た
首
藤
正
治




